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２．平成１７年度の研究の特筆すべき成果 

 

  a.マルチメディア教育用スタジオシステムの教育利用 

    2005 年 3 月 1 日にオープンしたスタジオシステムを人間コミュニケーション学科の 

  昼・夜間コース 3 年後学期人間コミュニケーション学実験テーマに利用するため、 

  実験計画書と TA 指導書を作成した。テーマは、予め 2DCG で制作した画像を背景にし 

  て、15 秒の本学紹介ビデオを制作させる。 

 

  b.情報通信研究機構との共同研究 

    高度情報通信基盤を利用した e-Learning 環境における遠隔教育に関する共同研究 

  に基づき、本学交際交流協定校である南太平洋大学との間で、コンピューティング 

  サイエンス大学院正規授業 CS491 を 2005 年 2 月からの学期、CS492 を 8 月からの学期に 

  提供した。CS491 は知的システム、CS492 は情報ネットワークとセキュリティで、英 

  語教材を作成し、本学の講師は CS491 が渡辺成良、CS492 が渡辺、吉浦裕、鈴木和幸 

  であった。昨年度は衛星通信回線を利用したが、今年度から ARRNET が北米と豪州間 

  に海底ケーブルで開設されたので、これを利用した。 

 

３．平成１７年度の研究成果の公表実績（主催した研究会、研究成果の発信状況等） 

 

  a.人間コミュニケーション学実験 

  人間コミュニケーション学科昼間コース 53 名、夜間主コース 33 名が実験を行った。 

  優秀作品は学科ホームページで閲覧可能にした。 

 

  b.南太平洋大学遠隔授業 

  CS491 の履修学生は 27 名、CS492 の履修学生は 7名であった。CS492 履修者が少ない原 

  因は授業案内の広報が遅れたことによる。CS491 と 16 年度の CS493 では、社会人の大 

  学院学生が多いことから、新聞広報を行っていた。なお、18 年度については、大学 

  間で授業提供の覚書が交換される必要がある。 

 



４．外部資金の獲得状況 

 

  a.人間コミュニケーション学実験の消耗品費及び TA 経費は人間コミュニケーション 

    学科が支払った。 

  b.遠隔講義の IP 回線費や運用費用は情報通信研究機構との共同研究により、負担す 

    る必要がなかった。 

  c.講師謝金については、16 年度と同様の支払いを南太平洋大学に要求している。 

 

５．今後の研究発展（外部への発信、外部資金獲得計画を含む） 

 

  a.スタジオシステムの利用については、ジェイコム東京、東京 MX テレビ等からビデ 

    オ制作・編集の申し込みがあるが、使用料金の計算と使用料金の受取りについて 

    学内の明確な基準がないとのことで、総務課財務係や管理係と協議している。 
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